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１． 話題 
 

新年度を迎えました。 

当該センターでは、我妻建史研修員が去る３月 29 日に帰国し、４月１日付け

で、東北大学・国際交流部・国際交流課・国際協力・情報係長に昇任・着任いた

しました。我妻さんには、２月にアーヘン工科大学で、東北大学ゲストハウスの

紹介を英語で行っていただき、好評を博しました。ボン研究連絡センターでの経

験が、今後の職務に活かされれば、願ってもないことです。 

入れ替わりに当該センターへ派遣されてきたのが、新潟大学・研究支援部・国

際課の神林祐代さんです。新潟大学で国際関係事業に携わったことはないとのこ

とですが、来独早々、電話の応対もこなしており、頼もしいかぎりです。 

田中センター長をはじめ、その他のスタッフに変更はありません。今年度も引

き続きよろしくお願い申し上げます。 

 
 
２．ドイツ連邦レベルでの学術動向 

 
◎「エリート大学群」構想 ◎◎「「エエリリーートト大大学学群群」」構構想想  

   

連邦教育研究省（ＢＭＢＦ）の Bulmahn 大臣と 16 の州文部大臣は、去る３月

29 日、「教育計画研究助成に関する連邦・各州合同委員会（ＢＬＫ）」におい

て、傑出した大学と卓越した研究機関を支援する構想に、基本的に合意した。

合意は、ＢＭＢＦ当初案への反対姿勢を打ち出した州政府の意向が強く反映さ

れる形となった。 

 

Bulmahn 大臣は、年初の１月 26 日に、「ブレイン・アップ！ ドイツのエリ

ート大学募集」と称する公募事業を提案した。それによると、ドイツ国内から
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厳選された５つの大学が、５年間にわたって年間 5,000 万ユーロ（約 65 億円）

の財政援助を受けるもので、計２億 5,000 万ユーロは、連邦政府予算から拠出

されることとされていた。この素案に対しては、各州文部大臣会議がそれを否

決し、大学単位の支援ではなく、専門分野単位の公募とする代替案を採択する

など、連邦政府と各州政府の間で、議論が続いていた。 

 

 ３月 29 日の合意によれば、公募事業の枠内で、下記項目について助成が実施

されることになりそうである。 

・大学の構造的発展促進のため、特色ある学術分野を基盤としたエリート大学

の助成 

・エリート大学助成のためのエクセレンス・クラスターの創出 

・若手研究者育成のための大学院設立 

また、助成に関しては、大学単位ではなく学術分野単位の支援となること、 

当該事業に対しては、各州政府も追加予算を拠出すること、専門大学校も支援

の対象に加えること、等も合意された。 

 

この合意に対して、Bulmahn 大臣は「エリート大学助成に関して州と連邦の異

なった見解を共同コンセプトにまとめることができた」と評しており、バーデ

ン・ヴュルテンベルク州文部大臣 Peter Frankenberg も「双方に納得のいく合

意」と評した。一方、ザールラント州文部大臣 Jürgen Schreier は、「Bulmahn

大臣は大学毎の助成案を押し通すことができなかった」と満足げに語り、真の

意味で学術的かつ公平な競争に合意するのは非常に難しかった、と述べている。 

 

連邦政府と州政府は、来る６月までに「エリート大学および特色ある学術分

野のエクセレンス・ネットワーク促進」に合意する意向だ。Bulmahn 大臣は、

2006 年には助成を実施する意向で、その５年後に再度、公募することを検討し

ている。申請は「構造・開発計画を基盤とした大学」によって可能であり、選

考については「特色ある学術分野」が評価される。５月末までに、次官レベル

のワーキンググループが公募プログラムの具体化、選考メンバーの決定を含ん

だ詳細を詰めることになっている。 

 

なお、「エリート大学」という呼称は、「エリート」という単語が誤解を生

みやすいことから、昨今では「先端大学」と言い換えられる傾向が見られる。 

   

参考：dpa No.5/2004, 26 jan., 2004 
dpa No.11/2004, 8 märz, 2004 

Die Welt, 30/3/2004 
F.A.Z.Weekly, 2 Apr. 2004   
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◎新重点領域「ナノテクノロジー」に２億ユーロの予算措置 ◎◎

 

 連邦政府は、将来性豊かなナノテクノロジー分野に、今後、総額２億ユーロ

（約 260 億円）を投じる。Bulmahn 連邦教育研究大臣は３月９日に、自動車製造、

情報技術、化学、製薬・医学研究、光学産業に重点を置いた新ナノテク政策を

発表した。ナノテクノロジーは、極微小デバイスの分子・原子レベルでの製造

や計測を可能にする技術である。Bulmahn 大臣は、同分野に対する政府予算は

1998 年より３倍増加している、と語っている。 

 

 Bulmahn 大臣によれば、この新イニシアチブの目的は、ナノテクノロジー分野

において、ドイツの国際的優位性をさらに拡充することにある。政府による研

究助成は、産業界と学界との緊密な調整に基づいて、例えば、自動車の安全技

術・環境保全性・競合性や、半導体ベースの効率的な光線放射源等の４つの分

野をまず支援する。また、研究開発を強力に行っている中小企業も重点的に促

進助成されるとのことである。 

 

 ヘッセン州では、各高等教育機関が協力して、政府のナノテクノロジー助成

予算を巡る競合に参画する。このため３月 10 日に、同分野の研究・教育をコー

ディネートするためのネットワークが構築された。このコーディネート・オフ

ィスはカッセル大学に設置され、本年、州学術省から３万～５万ユーロの補助

を受けることになっている。 

 

 州学術大臣 Udo Corts は、同ネットワークによってヘッセン州は２億ユーロ助

成プログラム申請にあたって準備万全であると語った。州経済大臣 Alois Rhiel

は、その上 EU 助成を受ける見込みもある、としている。カッセル大学理事長

Rolf-Dieter Postlep は、これをドイツ全国でも例のないモデルであるとして、

州の高等教育機関発展の模範例となる可能性あり、としている。   

 
 参考：dpa No.5/2004, 26 jan., 2004 

dpa No.11/2004, 8 märz, 2004 
Die Welt, 30/3/2004 

F.A.Z.Weekly, 2 Apr. 2004 
 

 

◎ドイツの研究開発投資、ＥＵ圏内で最高 －企業の研究開発費は減少傾向－ 

 

 欧州統計局 Eurostat と欧州委員会が２月 25 日に発表したところによれば、

ドイツの研究開発（Ｒ＆Ｄ）投資はＥＵ諸国の中で最多となっている。ドイツ

では、2001 年に 520 億ユーロ（約６兆 7,600 億円）が研究開発分野に投資され

た。金額から言うと、２位フランス（330 億ユーロ）と３位イギリス（300 億ユ

ーロ）に圧倒的な差をつけている。 
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 ＧＤＰに対する研究開発費の割合は、ドイツが 2.49％で、スウェーデンの

4.27％（2001 年）、フィンランドの 3.49％（2002 年）に続き、ＥＵ諸国中第３

位となっている。この数値は、ＥＵ圏内ではフランスやイギリスに先行してい

るものの、世界的にはイスラエル、スウェーデン、フィンランド、日本、韓国、

アメリカ、スイスに続いて８位でしかない。連邦政府は、政府と産業界の研究

開発投資が 2010 年までにＧＤＰの３％を占めることを目標としている。過去数

年間においては、その割合は 2.52％（2000 年では 2.49％）となっていた。 

 

 一方、ドイツ産業界の研究開発投資は減少しており、2003 年には初めて研究

開発費が前年を下回ることになった。社会民主党・緑の党連立政権のイノベー

ション戦略には逆行し、企業は 2004 年も研究開発費を更に抑える意向である。

このことはドイツ学術振興寄付連盟のスタディによるもので、1月 20 日にベル

リンで発表されたが、理由としては市場や世界政治状勢の不安定性やドイツの

経済状態が挙げられた。 

 

 今回のスタディは、ドイツ学術振興寄付連盟の子会社である学術統計社が

2003 年夏に 1500 企業を対象に行ったものである。企業研究開発活動の分析には、

2002 年に行った 3万社を対象をするアンケート結果も考慮された。これらのデ

ータは既に 40 年以来、ドイツ学術振興寄付連盟によって毎年集計されているが、

国内の公式統計や国際的な統計にも利用されている。 

 

 最新の報告書によれば、昨年の企業研究開発費は総計 444 億ユーロとなって

おり、2002 年より２％減少している。アンケートの対象となった企業は 2004 年

についても「傾向としては更に低下」としている。企業研究開発投資の 40％を

占める 14％の企業については研究開発費を削減する意向で、61％の企業につい

ては 2004 年も前年と同レベルと見込んでいる。 

 

 ドイツ学術振興寄付連盟事務総長 Manfred Erhardt は、GDP に占める研究開発

費割合が更に下降する恐れがあると警告している。転換期となった 2003 年まで

の 7年間においては、企業研究開発費は僅かばかりではあるが増加していた。

2002 年の企業研究開発費は総計 445 億ユーロで、2001 年（438 億ユーロ）より

1.6％増しであった。 

 

 また、研究開発に従事する従業員数の推移も下降気味で、2000 年から 2001 年

にかけて 1.7%減、2001 年から 2002 年にかけては更に 1.5%下がっている。この

ような下降傾向は 90 年代半ば（1995 年から 1996 年にかけて 2.3%マイナス）以

来である。1996 年以降、2000 年までは研究開発従業員数は増加の傾向にあった。 
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 ドイツ学術振興寄付連盟は、政府の研究開発費配分が過去数年間において恒

常的に減少していることを指摘した。1995 年では政府割合は 37.9%であったが、

2001 年には僅か 31.4%であった。経済界の割合は 1995 年の 60%から 65.7%に上

昇している。研究開発費の大部分は車両製造分野（3分の１）が占めており、従

業員数についても 4分の１となっている。その次は電気工学（19.2%）と化学産

業（16.7%）となっている。 

 

 その他のスタディ結果によれば、企業内研究を社外に移す傾向が見うけられ

る。研究開発の外部受注の割合は継続的に増加しており、1995 年の 10.5%から

2002 年では 17.1%にまでなっている。それに対して社内研究の割合は継続的に

低下している。研究開発の外部受注からは他の企業や国立研究機関や大学が利

益を享受している。 

  

 企業研究開発投資の伸びは、主に従業員 500 人以上を擁する大企業によって

特徴づけられている。これは 2002 年まではプラス傾向にあった。一方、中小企

業については、それ以前の時点で既に下降気味となっていた。中小企業の研究

開発費は 2001 年から 2002 年に比べて 3.2%減で、従業員数についても 4.2%少な

くなっている。 

 

 なお、1993 年からは、ドイツ国内で研究活動を行う企業の財産比率の推移

も調査されている。それによれば、外国企業によるドイツ国内での研究開発割合

は増加（1993 年には 15%、2001 年には 24%）している。反対に、ドイツに本社を

おく企業グループは約 1200 万ユーロの研究開発を外国で行っている。 

 

参考：dpa  No. 10/2004, 1 märz, 2004 

 
 
◎ドイツの特許申請数、日本に抜かれて 3 位に 
 
 世界知的所有権機関（ＷＩＰＯ）が２月 23 日にジュネーブで発表したところ

によると、2003 年、国際的な特許申請数において、日本が 13 年ぶりにドイツを

追い抜き、ドイツは３位となった。また、2003 年の首位は依然アメリカであっ

た。 

 

 特許申請の 35.7％はアメリカからで、日本からは 15.2％、ドイツからは

12.7％、以下、イギリス（5.5％）、フランス（4.3％）と続いた。最も特許申請

数の多かった企業では、オランダのフィリップスがドイツのジーメンスを上回っ

た。その次は、松下電気（日本）、ボッシュ（ドイツ）、ソニー（日本）、ノキ

ア（フィンランド）、3M（アメリカ）、インフォニオン及び BASF（ドイツ）、

インテル（アメリカ）の順になっている。 
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参考：dpa  No. 10/2004, 1 märz, 2004 

 

 

 

３．ＥＵレベルでの学術動向 
 

◎「エラスムス・ワールド（Erasmus Mundus）」計画スタート 
 
 「エラスムス・ワールド（Erasmus Mundus）」（「Mundus」はラテン語で「世界」

を意味する）。これが３月 16 日スタートの、大学間国際協力と学生の自由移動を

推進するＥＵの新計画である。Bulmahn 連邦教育研究大臣およびドイツ学術交流

会ＤＡＡＤ会長 Theodor Berchem による声明の中には、「本計画は優秀な学生

のグローバル競争に向けた優れた共同教育計画」とある。同計画には 2008 年ま

で総額２億 3,000 万ユーロが拠出されることになっており、ＤＡＡＤは国内の

情報アドバイス機関となる。 

 

 ＥＵ加盟国３カ国以上の３以上の大学が共同設置する約 100 の修士課程コー

スが提供される予定である。これらの課程では、少なくとも二重学位を修得し

なければならない。全世界から約 5,000 人の学生と 1,100 人の客員研究員が奨

学金を受けることができる。こうして「エラスムス・ワールド」は欧州内での

トップレベルの高等教育を象徴する国際的なプログラムとなる。 

 

 「ドイツの大学がエラスムス・ワールド計画で主導的地位に立ち、100 ある修

士課程の約３分の１に参画することを期待する」と Bulmahn 大臣は語った。ま

た、ドイツの大学はそれだけの準備ができているとし、それは外国人学生によ

るドイツ留学への関心が高まっていることからも見て取れる、と述べた。外国

人学生の割合は過去５年間において、5.4％から 8.4％（2002/2003 年冬学期）

に増加している。 

 

各州もこの計画を歓迎しており、州文部大臣会議（ＫＭＫ）理事長 Doris 

Ahnen は「大学の更なる発展に重要な刺激になることを期待している」と語り、

「国際的な方向性をもった最高レベルの課程は、州政府と連邦政府が共同構築す

るＥＵ圏内の大学・研究機関の最良の宣伝になる」と評した。 

 
参考：dpa  No. 13/2004, 22 märz, 2004 
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４．ボン研究連絡センターの活動 
 

◎来訪＆訪問 ◎◎来来訪訪＆＆訪訪問問  

 

【１月】 

 

１月 13 日（月） 萩尾事務官、ドイツ学術交流会（ＤＡＡＤ）への聴き取り。Ｄ 

        ＡＡＤ側対応者は、アジア・オーストラリア・ニュージーラン 

                ド・オセアニア・北アフリカ・近東課長 Dr. Irene Jansen。 

 

１月 14 日（火） ＤＡＡＤ・中国＆モンゴル課長・Dr. Klaus Birk 来訪[対応：萩 

           尾]。 

 

１月 15 日（水） 田中センター長、萩尾事務官、Ganter 職員、我妻研修員、マッ 

        クスプランク協会量子光学研究所（ＭＰＱ）（於ガルヒン）を   

        訪問し、コロキウムについて協議。対応者は、同研究所教授 

        Prof. Herbert Walter。 

 

１月 16 日（木） 田中センター長、萩尾事務官、Ganter 職員、我妻研修員、コロキ 

        ウム会議場下見（於ヴィルトバット・クロイツ）。 

 

１月 19 日（月） ケルン大学・教授・Dr. Ingrid Fritsch 来訪[対応：Ganter]。 

 

萩尾事務官、ノルトライン・ヴェストファーレン州政府主催新年 

        会に出席（於デュッセルドルフ）。 

        

１月 20 日（火） ベルリン日独センター・副事務総長・上田浩二氏、来訪[対応： 

         萩尾]。 

 

１月 21 日（水） 田中センター長、萩尾事務官、Ganter 職員、我妻研修員、デュ 

        ッセルドルフ大学にて本会諸事業プレゼンテーションを実施、な 

        らびに同大学新年会出席。 

 

１月 22 日（木） 田中センター長、アムステルダム出張（～25 日）。 

 

１月 23 日（金） 萩尾事務官、Schulze 職員、我妻研修員、学術センター駐在ア 

        ジア関係者の情報・意見交換会に出席。 
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１月 25 日（日） 日本学術振興会・国際事業部・人物交流課・係長・渡邊賢治氏、 

        同・主任・土井正生氏、同・係員・松崎嘉代氏、来訪[対応：萩尾、 

         我妻]。 

 

１月 26 日（月） 「第９回全ドイツ日本学術振興会事業経験者の会・日独 

        学術シンポジウム」について、同窓会幹部と打合せ。マール 

        ブルク大学・教授 Dr. Heinrich Menkhaus 氏、ケルン大学・ 

        教授・Dr. Ingrid Fritsch、ボン大学・講師・Dr. Andreas  

        Marx 氏、来訪[対応：田中、萩尾、Ganter、Schulze]。 

 

         日本学術振興会・渡邊賢治係長ご一行、我妻研修員、ボン大 

 学・物理学研究所・教授・Dr. Hartmut Monien 氏及び、同大学     

 地理学研究所・教授・Dr. Helmuth Toepfer 氏訪問。 

 

         日本学術振興会・渡邊賢治係長ご一行、同窓会幹部と意見交換 
                  [対応：Prof. Dr. Menkhaus, Prof. Dr. Fritsch, Dr. Marx、萩尾、 

                  Ganter]。 

 

１月 27 日（火） 日本学術振興会・渡邊賢治係長ご一行、萩尾事務官、我妻研修 

        員、ＤＡＡＤ訪問。対応者は、日本担当課長・Dr. Ursula  

        Toyka-Fuong ほか２名。 

 

１月 29 日（木） 日本学術振興会・ロンドン研究連絡センター・事務官・大川晃 

        平氏、来訪[対応：萩尾、我妻]。 

 

【２月】 

 

２月 ２日（月） 田中センター長、萩尾事務官、Ganter 職員、我妻研修員、アー 

        ヘン工科大学にて、日本学術振興会諸事業ならびに東北大学ゲス 

        トハウスの紹介。 

 

２月 ５日（木） 「第９回全ドイツ日本学術振興会事業経験者の会・日独 

                 学術シンポジウム」について、同窓会幹部と打合せ。マー 

                 ブルク大学・教授 Dr. Heinrich Menkhaus 氏、ケルン大学・ 

                 講師・Dr. Ingrid Fritsch 氏、来訪[対応：田中、萩尾、Schulze、 

                   我妻]。 

 

２月 ８日（日） 萩尾事務官、Ganter 職員、量子光学コロキウム開催のためヴィ 

        ルトバット・クロイツへ（～13 日）。 
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２月 ９日（月） 鹿児島大学・事務局長・谷口政敏氏、国際交流課長・佐久間敬 

        喜氏、来訪[対応：Schulze、我妻]。大学長会議（ＨＲＫ）およびボ 

        ン大学を訪問。 

 

        ＪＳＰＳ-ＭＰＧ共催による量子光学コロキウム開催（於ヴィル 

        トバット・クロイツ）（～11 日）。[詳細は後述] 

 

         我妻研修員、量子光学コロキウム開催のためヴィルトバット・ 

        クロイツへ（～13 日）。 

 

２月 12 日（木）  田中センター長、在独日本大使館・ミュンヘン総領事主催昼食 

        会に出席（於ミュンヘン）。 

 

２月 17 日（火） 田中センター長、フンボルト財団のフェオドア・リューネン 

        プログラム等選考会に出席。 

 

２月 23 日（月） 田中センター長、一時帰国（～３月４日）。 

 

２月 25 日（水）  群馬大学・経理部長・吉岡武晴氏、同総務部・総務課長・石井 

        康雄氏、同附属図書館・情報サービス課長・片山俊治氏、来訪 

        [対応：我妻]。 

 

２月 26 日（木） 群馬大学・吉岡経理部長ご一行、萩尾事務官、我妻研修員、ボ 

        ン大学附属図書館訪問。対応者は、Dr. Hans Dieter Gebauer お 

        よび Ms. Anne Barckow。 

 

         群馬大学・吉岡経理部長ご一行、我妻研修員、ケルン日本文化 

        会館訪問。対応者は、館長・野呂昌彦氏、事務局長・高取秀司氏 

        ほか。 

 

２月 27 日（金） 萩尾事務官、我妻研修員、ケルン日本文化会館・館長＆副館長 

        離任式に出席（於ケルン）。  

 

【３月】 

 

３月 １日（月） ＮＴＴヨーロッパ・デュッセルドルフ支店長・馬庭慎一氏、来 

        訪[対応：萩尾]。 

 

                 ＤＡＡＤ、「日本におけるドイツ年」担当、Ms. Theile、来訪 

        [対応：萩尾、Schulze]。 
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３月 ２日（火） 日本学術振興会・総務課・次長・久留主豊氏、経理課・契約係 

        長・野田稔貴氏、国際情報課・情報第二係長・石橋純一氏、主計 

        課・主計係員・佐々木結花氏、来訪（～４日）[対応：萩尾、我妻]。 

 

 

３月 ３日（水） ドイツ研究協会（ＤＦＧ）・国際協力部・日本・韓国・東南ア 

                ジア課長・Dr. Gernot Gad、同係員・Ms. Maria Hesse、同係    

        員・Ms. Tomika Biederbick、来訪［対応：萩尾、Ganter］。 

 

３月 ８日（月） 萩尾事務官、ノルトライン・ヴェストファーレン州学術研究 

        省・国際課長・Ms. Martina Munsel を訪問し、「日本における 

        ドイツ」年について情報・意見交換[於デュッセルドルフ]。 

 

３月 10 日（水） 萩尾事務官、フンボルト財団・選考第三課長・Dr. Johannes  

        Belz を訪問し、若手研究者養成事業の選考プロセスについて情 

        報収集。 

 

萩尾事務官、ドイツ研究協会（ＤＦＧ）を訪問し、主要な若手 

        研究者養成事業の選考プロセスについて情報収集。対応者は、日 

        本・韓国・東アジア担当課長・Dr. Gernot Gad、品質保証・消費 

        拡大グループ課長・Mr. Volker Kreutzer、国際研究訓練グルー 

        プ事業・プログラム・ダイレクター・Dr. Priya Bondre-Beil。 

 

３月 14 日（日） 田中センター長、一時帰国（～19 日）。 

 

３月 18 日（木） 在独日本大使館、一等書記官・森田正信氏、同一等書記官・氷 

        見谷直紀氏、来訪。 

 

３月 23 日（火） 全スタッフミーティング。 

 

３月 26 日（金） ケルン大学・教授・Dr. Ingrid Fritsch 氏、欧州委員会・共同 

        研究センター・環境研究所・Dr. Arnulf Jäger-Waldau 氏、来訪。 

 

萩尾事務官、Ganter 職員、Schulze 職員、我妻研修員、フンボル 

        ト財団フェオドア・リューネンプログラム同窓生・新規採用者への 

        情報提供会出席。 

 

３月 29 日（月） 我妻研修員、帰国。  

   

萩尾事務官、社団法人・国際農業者交流協会・欧州支部（於ボ 

        ン）訪問。対応者は、支部長代行・花沢伸浩氏と皆戸顕彦氏。 
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萩尾事務官、宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）ボン事務所閉 

         所式に出席。 

 

女子美術大学・教授・原聖氏、来訪。 

 

３月 30 日（火）  萩尾事務官、Schulze 職員、フンボルト財団・東アジア等事 

業課長・Dr. Klaus Manderla を訪問し、外国人特別研究員事 

業等について意見交換。 

 

 

◎第１回学術コロキウムの開催 

 

当該センターは、2004 年２月９日から 12 日にかけて、ミュンヘンの南方約 80km

の山間に位置する Wildbad Kreuth にて、量子光学に関するコロキウムを、マック

ス・プランク協会と共催した。 

当該センターは、従来よりドイツ日本学術振興会研究者同窓会との共催により日

独学術シンポジウムを実施してきた。このシンポジウムには、日独双方の第一線級

の研究者を招待して講演していただいているが、シンポジウムには同窓会会員相互

の親睦を深めるという趣旨が含まれるため、聴衆の多くは、さまざまな学術分野を

専攻する研究者（同窓会会員）となり、講演内容は、どうしてもやや一般向けとな

る。 

そこで、シンポジウムとは別に、特定の学術分野に関する日独双方のトップレベ

ルの若手研究者を集め、セミナー合宿形式で寝食を共にしながら、議論と親交を深

めることを目的としたこのコロキウムを新たに企画した、というわけである。これ

らの若い世代が、将来の日独学術交流の架け橋となることを願っている。 

今回のテーマ設定については、日本学術振興会理事の伊賀健一先生にご尽力いた

だき、日本側コーディネータの山本嘉久国立情報学研究所教授とドイツ側コーディ

ネータの Herbert Walther マックスプランク量子光学研究所名誉教授が、両国から

参加者を選出していただいた。 

山間の雪に閉ざされたセミナーハウスにおける２日半におよぶコロキウムは、時

間枠を超えて白熱した討議が続いた。また、コロキウム終了後は、ミュンヘン郊外

の Garching にあるマックスプランク量子光学研究所の施設を見学した。 

参考までに、コロキウムのプログラムを以下に掲げる。なお、この種のコロキウ

ムは、今後毎年テーマを変えて実施したい意向である。 

 

 

Japan German Colloquium 2004 on Quantum Optics 
organised by JSPS and MPG 

in Wildbad Kreuth from Feb. 9 to 12, 2004 
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Monday, Feb. 9, 2004  
 
11:00                        Arrival in Wildbad Kreuth 

12:20                        Lunch 

14:00 - 14:30  Welcome: H. Walther, K. Iga, Y. Yamamoto 

14:30 - 15:00         R. Long:  Silica Microspheres for Single-Atom Detection in  
      Microchip Traps 

15:00 - 15:30   M. Hennrich:  Control Generation of Single Photons in a High-     
Finesse Optical Cavity  
                   

15:30 - 16:00  W. Lange: Cavity QED with Trapped Ions  
 
16:00 - 16:30    Coffee Break 

16:30 - 17:00  M. Koashi:       Entanglement Distillation – Explicit and Implicit  

                                                                     Use 

17:00 - 17:30    T. Walther:   Entangled Atoms from Dissociating Molecules  

17:30 - 18:00       K. Edamatsu:    Generation of Entangled Photons from a  
                                                                     Semiconductor 
       Dinner 

Tuesday, February 10, 2004 

9:00 - 9:30             S. Takeuchi:  Distinguishing Genuine Entangled Two-Photon- 

                                                                   Polarization States 

9:30 - 10:00          H. Weinfurter:  Multi-Photon Interferometry 

10:00 - 10:30          N. Lütkenhaus:   Quantum Communication with Intense Light  

                                                                   Pulses and Solitons 

10:30 - 11:00    Coffee Break 

11:00 - 11:30     A. Rauschenbeutel: Realization of a Quantum Register with Single  

                                                                   Neutral Atoms in an Optical Diode Trap 

11:30 - 12:00       Ch. Wunderlich:  New Concepts of Quantum Information Processing 

               with Trapped Ions  

12:00 - 12:30      C. Zimmermann:  Collective Atomic Motion in a Resonator Dipole  

                                                                   Trap 
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       Lunch 

14:00 - 14:30  K. Kozuma: Ultra Slow Propagation of Squeezed Vacuum by  

Using Electro-Magnetically Induced  

Transparency  

14:30 - 15:00  M. Sasaki: Small Scale Quantum Computing for Quantum  

                                                                   Communication: from Theory to Experiment 

15:00 - 15:30  M. Wolf:  Entanglement Theory for Gaussian States 
 
15:30 - 16:00     Coffee Break 

16:00 - 16:30             O. Benson:  Multiplexed Quantum Cryptography with Photons  

                                                                 from Single Quantum Dots 

16:30 - 17:00   L. de S. Menezes: Quantum Dots, Nanocrystals, and Microsphere  

                                                                 Resonators.  New Tools for Quantum Optics  

                                                                 and Nanophotonics 

17:00 - 17:30      S. Tarucha: Spin Qubits with Quantum Dots 

17:30 - 18:00   B. Neizert, K. Iga: MPG-JSPS Cooperation 

       Dinner 

Wednesday, February 11, 2004 

9:00 - 9:30  W. Schleich: Factoring Numbers Using Gauss Sums  

9:30 - 10:00  G. Birkl: Atomic Quantum Systems in Optical Micro- 

                                                                    Structures 

10:00 - 10:30    Coffee Break 

10:30 - 11:00          M. Kitagawa:    Seeking for Entanglement and Scalability in NMR  

                                                                   Quantum Information Processing  

11:00 - 11:30  H. Katori:           Ultrastable Optical Clock with Neutral Atoms in  

                                                                    an Engineered Light Shift Trap 

11:30 - 12:00  J. v. Zanthier:    Single Ion Frequency Standards  

12:00 - 12:30            T. Udem:     Femtosecond Metrology  

       Lunch 

14:00 - 14:30  Y. Yamamoto:     BEC of Excitons 

14:30 - 15:00   M. Ueda:     Quantum Phase Transition of BECs in Low  

                               
                                            

13



2004 年 春 (第３号 No.3) 
 

                                                                     Dimensions 

15:00 - 15:30  Coffee Break 

15:30 - 16:00             K. Bongs:     Multi-Component Quantum Gases –  

                                                                     Magnetism and further Developments  

16:00 - 16:30            T. Pfau:      Ultracold Dipolar Gases  

16:30 - 17:00   Final Discussion 

   Dinner 

Thursday, February 12, 2004 

9:00                          Departure by bus for Munich/Garching 
 11:00 – 12:30             Laboratory Visits at the Max Planck Institute for Quantum Optics 
 12:30 – 13:30             Lunch at MPQ 
 13:30 – 15:00             Laboratory Visits at MPQ  
  

 

◎プロモーション（広報）活動 

 

１月 21 日と２月２日に、デュッセルドルフ大学とアーヘン工科大学にて、本会

の組織紹介と国際事業紹介を行った。 

デュッセルドルフ大学での広報は、同大学の前みち子教授から当該センターに要

請があったことを受けて実施し、デュッセルドルフ総領事館の側面支援を受けた。

アーヘン工科大学での広報は、日本との学術協力を重視する同大学長のイニシアテ

ィヴにより実現した。 

参加者は、デュッセルドルフ大学が約 70 名、アーヘン工科大学が約 25 名であり、 

大学長以下、教授、学生まで、多彩な顔ぶれであった。田中センター長が本会の組

織概要を説明し、萩尾事務官が外国人特別研究員事業を中心とする国際事業紹介を

行った。アーヘン工科大学では、我妻研修員による東北大学のゲストハウスの紹介

も行った。 
大学長など大学の要職を務める方々が参加されたことからも、２つの大学の熱意

を感じ取ることができた。しかしその一方で、従来の説明会と異なり、会場での質

問がほとんど出なかった。いくつかの理由が考えられようが、その１つは、こうし

た要人の存在ではなかったかと想像する。とくにアーヘン工科大学は、大学長の強

烈なイニシアティヴで知られる機関でもある。実際、説明会終了後、これらの要人

が会場を離れられた後に、個別の質問をいくつも受けた。今後は、例えば、要人へ

の説明は田中センター長が別途行い、その他の研究者や学生への説明は、講堂など

で萩尾が行う、といった方策も考えたい。 
アーヘン工科大学での広報活動の模様が、同大学の機関誌に掲載されたので、参

考まで以下に引用する。 
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５．センターのその他の活動 
 

・ 日本学術振興会パンフレット等の対応機関等への配布 

・ 情報提供ホームページ”forschen-in-japan.de”の拡充作業 

・ ドイツ語版ニューズレター（ルンド・シュライベン）等の作成・配布 

・ 各種情報収集提供業務 

・ 日本学術振興会事業の広報（資料出展、新聞広告掲載ほか） 

 

 

６．センターの今後の活動予定 
  

５月１４日（金）  第９回日独学術シンポジウム（～15 日）（於ハレ） 

５月１５日（土）  ドイツ日本学術振興会同窓会年次総会（於ハレ） 

５月１６日（日）  日本学術振興会・国際研究協力課・中里千鶴子氏、来 

          訪。 

５月２６日（水）  フンボルト財団・Schutte 事務局長、来訪。 

６月 ５日（土）  「日本デー」に参加し、日独学術交流講演会を主催 

          （於デュッセルドルフ）。 


